
（1）

2016年（平成28年）5月15日発行

紫 紺 ち ば

●発行人：小関道生 ●発行：明治大学校友会千葉県東部支部事務局 千葉市若葉区北大宮台 42-9 小関道生方 ●題字：飯高和子先生 ●制作：株式会社千葉日報社

第 2 1 号

2016年（平成28年）5月15日　第21号

千葉県東部支部会報
明治大学校友会

　

皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
定
時
代
議
員
総
会
で
決
議
さ
れ
ま

し
た
「
２
０
１
９
年
全
国
校
友
千
葉
大
会
」
に
向
け

て
、
県
東
・
西
支
部
合
同
の
準
備
委
員
会
を
設
立

し
、
順
次
執
行
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
第
55
回
と

い
う
節
目
の
開
催
で
あ
り
、
鋭
意
準
備
を
進
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
時
期
が
参
り
ま
し
た
ら
、

ご
案
内
や
お
申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
お
手
元
に

お
届
け
で
き
る
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、

大
会
開
催
に
向
け
皆
さ
ま
の
各
段
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
大
学
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー

ジ
調
査
」
（
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
11
月
27
日
）
に
お
い
て
、
１
位

東
京
大
、
２
位
慶
應
大
、
３
位
早
稲
田

大
、
４
位
上
智
大
、
５
位
東
工
大
に
つ

づ
き
一
橋
大
と
並
ぶ
６
位
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
一
昨
年
の
11
位
か
ら
大
幅
な
上
昇
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
学
内
に
目
を
転
じ
る
と
、

昨
年
の
法
科
大
学
院
教
授
の
不
祥
事
に
は
じ
ま
り
、

本
年
も
箱
根
駅
伝
で
は
総
合
14
位
と
シ
ー
ド
権
を
失

う
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
も
大

学
選
手
権
準
決
勝
で
東
海
大
に
敗
れ
る
な
ど
、
明
治

に
と
っ
て
厳
し
い
幕
開
け
と
な
り
多
く
の
困
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

校
友
会
の
会
則
に
は
「
大
学
を
賛
助
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
創
立
者
の
思
い
を
胸
に
明
治
魂

を
思
い
起
こ
し
、
北
島
忠
治
監
督
の
言
葉
で
あ
る

「
ど
ん
な
困
難
に　

直
面
し
て
も　

負
け
ず
に
『
前

へ
』
進
め　

解
決
の
糸
口
は
必
ず
そ
の
先
に
あ
る
」

の
教
え
の
も
と
、
校
友
も
「
明
治
は
一
つ
」
に
な
り

支
援
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

す
れ
ば
お
の
ず
と
復
活
の
道
は
拓
け
て
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
12
月
に
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
県
東
部
支
部

主
催
の
マ
ン

ド
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
（
千

葉
市
民
会

館
）
の
開
催

を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
大
学

と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら

校
友
会
活
動

を
進
め
る
所

存
で
す
。
会

員
各
位
の

一
層
の
ご
協

力
、
ご
支
援

を
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

支部長
あいさつ

２
０
１
９
年
全
国
校
友
千
葉
大
会

　

成
功
に
向
け
て
一
つ
に
な
り
前
進

明
治
大
学
校
友
会

　
千
葉
県
東
部
支
部

　
　
支
部
長　

小
関　

道
生
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副
支
部
長
　
小
池
　
孔
子

　

第
51
回
明
治
大
学
全
国
校
友
滋
賀
大
会
が
昨
年

９
月
５
〜
７
日
、
琵
琶
湖
畔
の
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル（
大
津
市
）で
多
く
の
校
友
参
加
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
千
葉
県
東
部
支
部
か
ら
は
小

関
道
生
支
部
長
を
含
め
13
名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
支
部
長
・
地
域

支
部
長
・
本
部
員
懇
談
会
が
開
か
れ
、
夕
方
か
ら

の
湖
上
前
夜
祭
に
は
客
船「
ビ
ア
ン
カ
」と「
ミ
シ
ガ

ン
」の
２
隻
に
分
か
れ
４
５
０
名
が
参
加
。
２
隻
は

距
離
を
保
ち
な
が
ら
航
行
し
、
参
加
者
は
バ
ン
ド
の

生
演
奏
を
バッ
ク
に
食
事
と
遊
覧
を
楽
し
ん
だ
。
終

宴
近
く
に
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
る
と
、
漆
黒
の
空

を
彩
る
打
ち
上
げ
花
火
が
校
友
の
魂
に
忘
れ
が
た
い

思
い
出
を
刻
み
、
そ
の
心
憎
い
演
出
に
拍
手
が
沸
き

起
こっ
た
。

　

翌
６
日
、
第
１
部
の
記
念
式
典
は
同
ホ
テ
ル
プ
リ

ン
ス
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
、
山
岡
正
勝
氏（
昭
和
50

年
・
法
学
部
卒
）の
掲
げ
る
大
会
旗
入
場
で
ス
タ
ー

ト
。
国
歌
・
校
歌
斉
唱
、
物
故
校
友
への
黙
と
う
の

あ
と
、
岩
田
守
弘
滋
賀
県
支
部
長
に
よ
る
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
、
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
ら
の
祝
辞
が

寄
せ
ら
れ
、
万
歳
三
唱
で
式
典
は
終
了
し
た
。

　

第
２
部
は
、
福
宮
賢
一学
長（
当
時
）に
よ
る
講
演

「
明
治
大
学
の
現
況
」、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
の

太
田
浩
司
館
長
に
よ
る
記
念
講
演「
日
本
の
歴
史
を

変
革
し
た
信
長
・
秀
吉
」が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

第
３
部
の
懇
親
会
は
、
同
ホ
テ
ル
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
１
２
０
０
名
の
校
友
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
。
特
産
の
近
江
牛
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
舌
鼓
を
打
っ

た
。
ま
た
、
発

酵
食
品
と
し
て

有
名
な
鮒
寿
し

は
わ
ず
か
３
分

で
な
く
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
、

食
せ
な
い
人
が

多
か
っ
た
。
余

談
で
す
が
私
も

そ
の
一
人
で
あ

り
、
帰
宅
後
に

売
店
に
て
購
入

（2）2016年（平成28年）5月15日

千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

明治大学マンドリン倶楽部
第４回千葉チャリティ演奏会
明治大学マンドリン倶楽部
第４回千葉チャリティ演奏会

～懐かしの古賀メロディー　世界の名曲～
指　揮　甲斐靖文（古賀政男門下）
　　　明治大学マンドリン倶楽部常任指揮者／音楽監督

後援　千葉市、千葉市文化振興財団 他
主催／明治大学校友会千葉県東部支部 お問い合わせ　☎０４３‒２96‒3676  事務局「林」

７月より販売開始予定
「男の出船」
「影を慕いて」他

特別ゲスト
演歌界の若手
イケメンホープ
北山たけし

日　時　平成28年12月４日（日）
　　　　　　（１）13：30開演　（２）17：00開演

会　場　千葉市民会館大ホール
　　　　　　千葉市中央区要町１－１　☎０４３̶ ２２４̶ ２４３１

入場料　３,０００円（全席指定）

熊本地震
復興支援
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光
の
衰
退
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
全
体
の
衰

退
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
金
市
だ
け
で
な
く

全
国
の
地
方
が
抱
え
る
問
題
で
す
。
国
は
地
方
創

生
を
唱
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
我
が
国
の
社
会
経

済
構
造
が
引
き
起
こ
し
た
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
そ
の
変
革
は
困
難
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

金
も
体
力
も
な
い
当
支
部
が
こ
の
問
題
に
い
か
に

取
り
組
む
べ
き
か
議
論
し
た
と
き
に
生
ま
れ
た
の

は
、
音
楽
に
よ
る
地
域
活
性
化
で
す
。
そ
こ
に「
明

治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
」の
存
在
価
値
が
あ
り

ま
す
。
第
10
回
を
迎
え
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
節
目
の
記
念
と
し
て
特
別
ゲ
ス
ト
に
有
名

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
デ
ュー
ク
・
エ
イ
セ
ス
」を
招
き
、

昨
年
10
月
24
日
に
東
金
文
化
会
館
で
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
　
山
口
　
進

　

印
旛
地
域
支
部
は
佐
倉
市
、
印
西
市
及
び
白
井

市
の
３
市
に
よ
って
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

の
印
西
市
は
本
年
４
月
１
日
に
市
制
施
行
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
ｉｎ
印
西
」「
花
火
大
会
」「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」な
ど
の
記
念
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
印
西
市
に
あ
っ
て
最
近
、
注
目
を
浴
び
て
い

る
の
が「
吉
高（
よ
し
た
か
）の
大
桜
」で
す
。
吉
高

地
区
に
あ
り
、
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
孤
高
の一

本
桜
で
す
。
昔
よ
り
地
元
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て

お
り
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
小
林
牧
場
の
桜
」と
併
せ
て
、
印
西
市
の
２
大
花

見
ス
ポ
ッ
ト
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

樹
高
10
・
６
メ
ー
ト
ル
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
開
花
の

年
度
は
、
４
月
22
日
に
役
員
会
を
執
り
行
い
、
本

年
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
総
会
は
５
月

20
日
に
昨
年
度
と
同
じ
く
居
酒
屋「
だ
い
じ
ゅ
」に
て

行
う
予
定
で
す
。

　

四
大
学（
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
日
本
大
、
中

央
大
）対
抗
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
昨
年
10
月
29
日
に
房

総
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
行
い
、
幹
事
校
の
中
央

大
が
優
勝
し
、
明
治
大
は
準
優
勝
で
し
た
。

　

昨
年
か
ら
総
会
の
通
知
の
際
に
年
会
費
の
振
り

込
み
用
紙
を
同
封
す
る
こ
と
で
活
動
資
金
を
集
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
苦
し
か
っ
た
支
部
の
財
政
状

況
も
改
善
さ
れ
つつ
あ
り
ま
す
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
て
の
通
信
費
削
減
は
、
肝
心
の

会
員
各
位
か
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
集
ま
ら
ず
あ

ま
り
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
奨
励
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
幹
事
長
　
植
松
　
憲
一

　

新
年
を
迎
え
た
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
も

う
桜
の
咲
く
季
節
と
な
って
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に「
光
陰
矢
の
如
し
」で
す
。
我
々
の
山
武

地
域
支
部
が
あ
る
東
金
市
の
八
鶴
湖
は
、
昔
か
ら

桜
の
名
所
と
し
て
近
隣
だ
け
で
な
く
広
く
世
間
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
池
の
周
り
を
飾
る
桜
の
花
は
、

訪
れ
る
人
々
の
心
を
癒
し
、
花
吹
雪
と
な
っ
て
湖
面

を
彩
る
様
は
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
花
見
に
訪
れ
る
人
は
減
り
、

桜
の
下
で
宴
を
楽
し
む
人
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。ま
た
、に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
商
店
街
も
シ
ャッ

タ
ー
を
閉
め
る
店
が
点
在
し
、
寂
し
く
な
り
ま
し

た
。
花
見
客
の
減
少
は
商
店
街
の
衰
退
に
連
動
し

た
現
象
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
商
工
業
の
衰
退
が
観

階
に
あ
る
島
岡
記
念
室（
資
料
室
）の
佇
ま
い
は「
ミ

ニ
野
球
殿
堂

博
物
館
」
と

い
っ
た
雰
囲

気
で
あ
り
、

秘
蔵
写
真
か

ら
彼
が
監
督

時
代
に
使
用

し
て
い
た
も

の
な
ど
歴
史

の
数
々
が
所

狭
し
と
展
示

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

桜
の
咲
く

時
期
が
い
い

と
こ
の
日
に

実
施
し
た
と

こ
ろ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
周

り
や
島
岡
寮

の
傍
で
は
桜

が
見
事
に
咲

い
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
横
堀
　
喜
六

　

平
成
27
年
度
の
地
域
支
部
総
会
を
４
月
24
日
に

居
酒
屋「
だ
い
じ
ゅ
」に
て
、
小
関
東
部
支
部
長
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

年
末
の
11
月
27
日
に
役
員
会
お
よ
び
忘
年
会
を
行

い
、
次
年
度
の
活
動
方
針
を
討
議
し
ま
し
た
。
今

し
た
寿

司
と
数
種

の
好
き
な

日
本
酒
を

マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
。
日

本
人
の
文

化
の
高
さ

に
感
嘆
し

ま
し
た
。

　

宴
も
た

け
な
わ
の

中
、
大
会

旗
が
次
回

開
催
地
の
鳥
取
県
に
手
渡
さ
れ
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の

指
導
に
よ
り
参
加
者
全
員
が
心
を
ひ
と
つ
に
校
歌
を

斉
唱
。
再
会
を
胸
に
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

幹
事
　
髙
橋
　
功

　

昨
年
４
月
１
日
、
当
地
域
支
部
７
名
は
府
中
市

（
東
京
都
）に
あ
る「
内
海
・
鳥
岡
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
」

を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ー
ク
は
平
成
18
年
10
月

27
日
に
竣
工
し
、
敷
地
２
万
５
千
坪
に
野
球
場
２
面

（
大
学
・
高
校
用
）・
室
内
練
習
場
・
合
宿
所
な
ど

の
施
設
が
広
が
って
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
左
右
間
土
手
に
は
、
初
代
野
球
部

長
・
内
海
弘
藏
氏
と
島
岡
吉
郎
氏
の
胸
像
が
並
ん

で
建
っ
て
い
ま
す
。
島
岡
氏
の
像
の
前
で
記
念
写

真
を
撮
り
、
合
宿
所（
島
岡
寮
）へ
行
き
ま
し
た
。

正
面
玄
関
を
入
る
と
島
岡
氏
の
造
語
で
あ
り
ま
す

「
人
間
力
」の
額
が
す
ぐ
目
に
入
り
、
玄
関
右
側
に

は
彼
の
大
き
な
写
真
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
２

茂
原
地
域
支
部

四
街
道
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部

印
旛
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

千
葉
地
域
支
部
相
談
役

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

政
経
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
30
年　

商
学
部
卒

伊
坂
壽
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
39
年　

商
学
部
卒

岩
城
文
彬

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問

武
井　

博

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
顧
問

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

椎
名
茂
樹

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
27
年　

政
経
学
部
卒
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

山
武
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
62
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

堀　

東
造

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問四
街
道
地
域
支
部
顧
問

昭
和
34
年　

商
学
部
卒

長
嶋
秀
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
50
年　

政
経
学
部
卒

山
本
俊
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

元
吉
昭
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

昭
和
37
年　

商
学
部
卒

諸
江
勇
生

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事

昭
和
36
年　

農
学
部
卒

鹿
島
文
重

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事

昭
和
34
年　

法
学
部
卒

鈴
木
利
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

文
学
部
卒

山
田
恒
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

勝
俣　

淳

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫
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ん
、
皆
さ
ん
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
フ
ァ
ン
に
な
って
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長
　
鈴
木
　
士
郎　
　

　

平
成
27
年
度
も
昨
年
５
月
17
日（
日
）に
開
催
さ

れ
た
第
28
回
定
期
総
会
を
は
じ
め
、
八
千
代
駿
台

会
ゴ
ル
フ
会（
７
月
／
泉
Ｃ
Ｃ
）、
梨
狩
り
会（
９
月

／
櫻
井
梨
園
）、
六
大
学
野
球
応
援
観
戦（
９
月
／

対
早
大
戦
）、
明
・
早
・
慶
三
校
対
抗
ゴ
ル
フ
会（
10

月
／
総
武
Ｃ
Ｃ
）、
歩
こ
う
会（
10
月
／
八
千
代
市

旧
村
上
南
部
地
区
）、
新
年
会（
平
成
28
年
２
月
／

ユ
ア
エ
ル
ム
サ
ロ
ン
）と
数
多
く
の
事
業
で
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

中
で
も
こ
こ
数
年
悪
天
候
等
で
開
催
中
止
と
な
っ

て
い
た「
歩
こ
う
会
」が
、
今
回「
八
千
代
市
旧
村
上

村
南
部
の
史
跡
を
訪
ね
て
」を
テ
ー
マ
に
14
名
の
会

員
及
び
家
族
の
参
加
で
約
５
㌔
㍍
、
３
時
間
の
行

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
に
は
八
千
代
市
郷

土
歴
史
研
究

会
か
ら
貴
重

な
資
料
の
提

供
を
い
た
だ

き
、
同
会
の

会
員
で
八
千

代
地
域
支
部

の
幹
事
で
も

あ
り
ま
す
平

塚
胖
氏（
昭

和
35
年
工
学

部
卒
）の
道

案
内
と
仔
細

合
唱
団
の
方
々
か
ら
ご
参
加・ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
と一
体
と
な
っ
て
盛
況
下
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
フ
ァ
ン
と
明
治
大
学

学
生
の
清
楚
な
容
姿
が
よ
い
昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と

相
乗
効
果
を
根
付
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
友
会
有
志（
運
動
部
会
代
表　

卯
木

良
和
）で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
し
て
高
齢
社
会
に
対
応
し

て
、「
健
康
体
操
」の
指
導
・
普
及
活
動
を
精
力
的

に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
活

動
は
、
体
力

に
あ
っ
た
体

を
動
か
す
習

慣
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
、

参
加
す
る

人
た
ち
の
和

気
あ
い
あ
い

と
し
た
場
を

作
る
こ
と
を

目
指
し
て
お

り
、
運
動
の

習
慣
と
人
的

交
流
の
豊
か

さ
が
歓
迎
さ

れ
て
い
る
表

れ
で
す
。

　

健
康
体
操

の
参
加
者
、

地
元
合
唱
団

の
方
々
、
小

学
校
合
唱

団
の
児
童
さ

そ
の
後
は
成
田
市
、
富
里
市
、
栄
町
の
各
社
会
福

祉
協
議
会
お
よ
び「
あ
し
な
が
育
英
会
」に
合
わ
せ

て
21
万
円
の

寄
付
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の

感
謝
状
は
少

額
な
が
ら
毎

回
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
由
る

も
の
と
受
け

止
め
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
岩
城
　
文
彬

　

新
緑
の
候
、
校
友
会
の
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り「
紫
紺
ち
ば
」は
５
月
の
発
行
と
な

り
、
既
に
新
学
期
も
始
ま
って
希
望
に
燃
え
る
新
入

生
は
キ
ャ
ン
パス
で
勉
学
の
最
中
で
し
ょ
う
。
60
年
代

に
学
ん
だ
校
友
の
中
に
は
ケ
イ
マ
ン
ズ
だ
、
マ
ル
ク
ス

だ
と
論
じ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
年
初
に
奇

怪
な
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
制
度
な
る
も
の
が
発
動

さ
れ
、
す
っ
か
り
人
口
に
膾
炙（
か
い
し
ゃ
）さ
れ
た

年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
に
よ
る
と「
見
え
ざ

る
神
の
手
に
導
か
れ
る
」時
代
の
幕
開
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

当
支
部
に
て
５
月
28
日
に
開
催
す
る
明
治
大
学

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会（
開
演
13

時
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
）は
お
蔭
さ
ま
で
第
14
回

を
迎
え
ま
す
。
開
催
に
あ
た
って
は
、
例
年
地
元
の

時
期
に
は
、
ピ

ン
ク
色
の
小
山

の
よ
う
な
景
観

を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
圧

倒
的
な
貫
禄

に
、「
想
像
以

上
の
大
き
さ
」

と
驚
く
人
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

例
年
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
よ
り

１
週
間
程
度
遅
く
開
花
し
ま
す
。
開
花
期
間
が

短
く
、
満
開
の
状
態
は
２
、３
日
し
か
続
か
な
い
た

め
、
見
逃
さ
な
い
よ
う
足
繁
く
通
う
人
も
多
く
い

ま
す
。
近
年
で
は
遠
方
か
ら
訪
れ
る
人
も
次
第
に

増
え
、花
見
の
名
所
と
し
て
定
着
し
つつ
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
見
事
に
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
大
桜
を

市
の
宝
と
し
て
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
　
深
掘
　
信
之

　

平
成
20
年
か
ら
始
め
た
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
昨
年
で
第
５
回
目
を
迎

え
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛
況
と
な
って
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
第
３
回
目
は
心
に
残
る
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。
大
震
災
直
後
の
５
月
に
開
催
し

震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
と
位
置
づ
け
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
義
援
金
箱
を
用
意
し
、
わ
ず
か
２
時
間

で
30
万
円
近
く
の
貴
重
な
ご
寄
付
が
集
ま
り
ま
し

た
。
当
日
の
収
益
金
と
合
わ
せ
て
76
万
円
を「
あ
し

な
が
育
英
会
」に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

習
志
野
地
域
支
部

成
田
地
域
支
部

八
千
代
地
域
支
部
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な
説
明
で
参
加
者
に
と
っ
て
は
誠
に
有
意
義
な
催
し

と
な
り
ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く
車
で
通
り
過
ぎ

て
い
た
路
の
傍
ら
に
古
式
豊
か
な
神
社
や
馬
頭
観

音
、
庚
申
塔
が
あ
っ
た
り
、
い
つ
も
買
い
物
を
し
て
い

る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
神
社
の
建
つ
古
墳
が
あ
っ

た
り
と「
目
か
ら
鱗
」の一日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最

後
は
近
場
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
乾
い
た
喉
を
潤
し
、
空
い

た
お
腹
を
満
た
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
10
日（
日
）に
は
八
千
代
地
域
支
部
に

と
っ
て
は
９
回
目（
３
年
に
１
回
開
催
）と
な
る「
明

治
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
も
会

場
を
満
席
に
す
べ

く
会
員
一
同
準
備

に
余
念
の
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
是
非

近
隣
地
域
支
部
の

皆
さ
ま
も
ご
来
場

下
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
石
田
　
日
出
夫

　

鴨
川
市
内
の
総
合
運
動
施
設
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
地
元
球
団
の
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
を
は
じ
め

高
校
や
大
学
、
実
業
団
な
ど
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
支
部
で
は
、
お

も
て
な
し
の
一
環
と
し
て
市
内
や
近
隣
で
合
宿
を

す
る
各
種
団
体
に
差
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
競
走
部（
市
内
）と
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部（
御

宿
町
内
）に
差
し
入
れ
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
る
２
０
１
９
年
の
全
国
校
友
千
葉
県

大
会
に
向
け
て
会
員
増
強
を
図
る
た
め
、
当
支
部

は
も
と
よ
り
エ
リ
ア
を
問
わ
ず
微
力
な
が
ら
勧
誘

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ザ
ー
牧
場

の
山
本
眞
介
支
配
人
や
ザ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
羽
山

篤
専
務
取
締
役（
と
も
に
富
津
市
）な
ど
未
加
入
の

方
へ
も
声
掛
け
を
し
、
昨
年
度
の
東
部
支
部
総
会

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
津
市
・
佐
久
間
清

治
市
長（
法
学
部
卒
）へ
の
訪
問
で
は
、
小
関
支
部

長
や
吉
田
幹
事
長
、
小
池
副
幹
事
長
に
同
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
会
員
増
強
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
市
河
　
素
夫

　

市
原
地
域
支
部
は
、創
設
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、野
球
・
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

ス

ポ
ー
ツ
観
戦
を
中
心
と
し
た
御
茶
ノ
水
界
隈
の
散

策
や
、
忘
年
・
新
年
会
な
ど
を
通
じ
て
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
２
回

の
マ
ン
ド
リ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
歌
舞
伎
公
演

な
ど
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
大
学
教
授
の
不
祥
事
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
箱
根
駅
伝
で
の
シ
ー
ド
権

喪
失
や
、
ラ
グ
ビ
ー
・
野
球
部
と
も
に
物
足
り
な

い
成
績
で
終
え
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
逆
風
の
と
き
こ
そ
校
友
会
の
存
在
意
義

を
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
の
党
支
部
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

明
大
落
研
の
名
跡「
紫
紺
亭
志
い
朝
」を「
四
代
目　

三
宅
裕
司
」、「
五
代
目　

立
川
志
の
輔
」、「
六
代

目　

渡
辺
正
行
」（
コ
ン
ト
赤
信
号
）か
ら
継
ぐ
七

代
目
の
当
支
部
会
員
に
よ
る
落
語
と
歌
舞
伎
の
コ

ラ
ボ
公
演
を
実
現
す
る
た
め
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
第
３
回
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
来

年
度
に
開
催
予
定
で
あ
り
、
準
備
委
員
会
を
組
織

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

市
原
地
域
支
部

収入の部

科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ本部からの助成金収入 1,418,679 1,405,258 -13,421

Ⅱ支部会費収入 850,000 800,000 -50,000

Ⅲ事業収入 1,050,000 610,000 -440,000

Ⅳ広報紙収入 180,000 0 -180,000

Ⅴ果実収入 1,000 253 -747

収入計 3,499,679 2,815,511 -684,168

Ⅵ前年度繰越収支差額 1,507,713 1,507,713 0

合計 5,007,392 4,323,224 -684,168

支出の部

科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ事業費 1,100,000 771,058 -328,942

Ⅱ広報費 160,000 93,305 -66,695

Ⅲ組織費 110,000 90,000 -20,000

Ⅳ運営費 2,129,679 2,246,865 117,186

支出計 3,499,679 3,201,228 -298,451

Ⅴ当年度収支差額 0 -385,717 -385,717

Ⅵ次年度繰越収支差額 1,507,713 1,121,996 -385,717

合計 5,007,392 4,323,224 -684,168

2014年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部

科目 当年度 前年度 増減

普通預金 114,697 514,021 -399,324

定期預金 1,007,299 1,007,098 201

合計 1,121,996 1,521,119 -399,123

負債・収支差額の部

未払金 0 13,406 -13,406

前年度繰越金収支差額 1,507,713 1,827,906 -320,193

当年度収支差額 -385,717 -320,193 -65,524

合計 1,121,996 1,521,119 -399,123

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）
貸借対照表

（2015年3月31日現在）

収支計算書
（自2014年4月1日　至2015年3月31日）

鴨
川
地
域
支
部
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明治大学校友会千葉県東部支部

平成28年度　定時総会・懇親会のご案内

校友各位 明治大学校友会　会長　向殿　政男

　明治大学校友会は、各界各層で活躍する校友約50万名を擁し、母校の支援・賛助と会員相互の親睦を
目的として活動しております。卒業生を「校友」と称したのは、我が国では明治大学が初めてで、校友
（卒業生）の皆様は、本学の校友規則及び校友会会則により明治大学校友会会員となります。校友の皆様
には、校友会を維持・運営していくため『終身会費 30,000円』の納入をお願いしております。
　校友会の諸活動をご支援いただくため、校友会終身会費を納入されていない校友の皆様に是非納入を
お願いする次第です。

◆2014年度校友会支部総会案内から、当会費をご納入いただいたご住所の届出がされている校友の方に　
　本部から案内を送付させていただきます。校友会の諸活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。　

【振込用紙の請求】下記の
連絡先からご請求ください。

明治大学　校友課
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台1-1
TEL　03-3296-4730
FAX　03-3296-4732

明治大学校友会終身会費納入のお願い

●日　時／平成28年6月12日（日）　受付／12:00～　総会／13:00～　懇親会／14:00～16:00
●会　場／ホテルグリーンタワー幕張（JR海浜幕張駅下車）【千葉市美浜区ひび野2-10-3　TEL／043-296-1122】
●会　費／10,000円　※当日ご持参ください

第1部　総会（13:00～14:00）
議事

【第１号議案】平成27年度「事業報告・決算承認・監査報告」の件
【第２号議案】平成28年度「事業計画案・予算案承認」の件
【第３号議案】第55回全国校友千葉大会開催の件
その他

第2部	 懇親会（14:00～16:00）
アトラクション
明治大学マンドリン倶楽部ＯＢ会
メモリアルオーケストラ
懐かしの古賀メロディー、昭和歌謡を存分に
お楽しみください。

●地域支部の皆様へ…東部支部定時総会とは別に「各地域支部定時総会」も開かれます。

 地域支部名 開催日時 会場 会費 連絡先

千　葉 6月12日（日）11：00～ ホテルグリーンタワー幕張 2,000円 043-251-4148（国吉）

茂　原 5月20日（金）18：00～ 居酒屋だいじゅ 6,000円 0475-23-8922（山口）

四街道 5月28日（土）12：00～ いどばた 4,000円 043-422-0140（金子）

木更津 5月20日（金）18：30～ 「ケルン」 2,000円 0438-22-3226（伊坂）

山　武 5月21日（土）17：00～ 東金市「料亭角十」 5,000円 0475-52-3445（植松）

印　旛 5月14日（土）12：00～ ホテルグリーンタワー幕張 6,000円 090-4811-9114（岩崎）

成　田 5月29日（日）17：00～ 成田Ｕシティホテル 5,000円 0476-22-3312（宮田）

習志野 6月　4日（土）18：00～ 鳥吉パーティハウス２Ｆ 3,000円 090-6133-4800（卯木）

八千代 5月15日（日）15：30～ ユアエルム八千代台・エルムサロン 5,000円 080-5474-1945（伊藤）

鴨　川 5月19日（木）18：00～ 鴨川ユニバースホテル 7,000円 0438-23-1812（石田）

市　原 5月21日（土）15：00～ サンプラザ市原 4,000円 0436-37-1530（事務局）


